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－6－

著
者
略
歴

小
林
鱒
一
（
こ
ば
や
し

ま
す
い
ち
）

本
名
、
小
林
市
雄
。

昭
和
4
年
10
月
10
日
、
長
野
県
大
町
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
49
年
「
杉
」
入
会
。

昭
和
55
年
「
杉
」
同
人
。

昭
和
60
年
に
第
一
句
集
『
山
日
子
』
刊
行
、
同
句
集
で
第
15
回
杉
賞
受
賞
。

昭
和
63
年
『
磯
菜
』
、
平
成
５
年
『
竹
節
蟲
』
、
平
成
８
年
『
臓
』
刊
行
。

俳
人
協
会
会
員
。

句
集

天
牛
（
て
ん
ぎ
う
）

発

行

平
成
十
一
年
四
月
二
十
五
日

著

者

小
林
鱒
一

発
行
者

角
川
歴
彦

発
行
所

株
式
会
社
角
川
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版

平
成
十
一
年
八
月

－7－

句
集

天
牛
（
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ぎ
う
）

発

行
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成
十
一
年
四
月
二
十
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日
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者

小
林
鱒
一

発
行
者

角
川
歴
彦

発
行
所

株
式
会
社
角
川
書
店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版

平
成
十
一
年
八
月

著
者
略
歴

小
林
鱒
一
（
こ
ば
や
し

ま
す
い
ち
）

本
名
、
小
林
市
雄
。

昭
和
4
年
10
月
10
日
、
長
野
県
大
町
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
49
年
「
杉
」
入
会
。

昭
和
55
年
「
杉
」
同
人
。

昭
和
60
年
に
第
一
句
集
『
山
日
子
』
刊
行
、
同
句
集
で
第
15
回
杉
賞
受
賞
。

昭
和
63
年
『
磯
菜
』
、
平
成
５
年
『
竹
節
蟲
』
、
平
成
８
年
『
臓
』
刊
行
。

俳
人
協
会
会
員
。


